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るBeingHere System (BHS) と呼ぶビデオ会議システムについて説明されている。これはクロマキー技術と
同様の効果を利用するシステムであり、機能的には広く知られたものであるが、大きな装置を必要とせず、
センサとカメラ機器を組み合わせることによって、どこにでも移動可能な会議システムを構成しており、技
術的な新奇性がと応用性に優れる。このシステムによって、遠隔ユーザが互いの空間の中に埋め込まれたよ
うに表示されることから、互いに自の前にいるかのように映し出される。これはユーザごとに異なる周辺環
境を映像技術によって同じになるよう調整する手法である。システムの評価実験では、ユーザの感じる相手
の存在感が改善されること、発話交替や発話衝突、視線などのコミュニケーション行動が従来のビデオ会議
システムの利用時よりも対面コミュニケーションに近づくことが確認されており、大変高い有用性が認めら
れる。
第5章では、時差がある環境でどのように食事時のコミュニケーションを実現するかという課題を設定し
ている。一方の食事の録画映像をもう一方のユーザの食事時に再生するだけでなく、映像中の食事の進み具
合を、再生スピードを変化させることでその場の食事の進み具合にリアルタイムで合わせることを実現して
いる。システムの動作実験により、ユーザが感じる相手の存在感と、コミュニケーションについてのユーザ
の主観的印象が改善されることが確認されている。現状では、直後具体的な応用システムにつなげることは
難しく感じられるが、現代のネットワーク環境においては様々な形で人間士がネットワーク越しにつながる
ことを考えると、一方向のコミュニケーションとはいえ擬似的な遠隔共食を実現するアイデイアの新奇性は
大変高く、時間的調整に関する興味深い結果が得られている。
第6章では、第3章から第5章において得られた結果が従来研究の文脈で検討され、本研究の成果が従来
研究に新たに加わるものであることが明確に示されている。
第7章の結論では、本研究による知見、特に地点間における種々の調整事項に気を配ることがコミュニケー
ション支援に大きく役立つこと、が改めて示されており、それらが将来のコミュニケーション支援システム
のデザインを改善するために役立つことが理解できる。
以上のように、本論文に述べられた研究結果は、コミュニケーション支援システムのデザイン改善に大い
に役立つといえ、博士論文として十分な内容を持つ者であると高く評価できる。
平成 25年1月28日、図書館情報メディア研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、
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本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。引き続き、「図書館情報メディ
ア研究科博士後期課程の学位論文の審査に関する内規J第12項第2号に基づく最終試験を行い、審議の結果、
審査委員全員一致で合格と判定された。
よって、著者は博士(情報学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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